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研究成果の概要（和文）：１０～１２世紀チベット地域では仏教復興運動が起こり、カシミール、北インド、ネパール
、中央アジアなどの周辺地域から仏典や戒律を導入し、翻訳事業を行い、僧院を建立し、今日のチベット仏教の基礎と
なる教学体系を確立した。その歴史的背景と教学が形成される過程を、チベット語、漢語、サンスクリット語の資料を
用いて調査した。その結果、周辺地域の影響のもと、大乗仏教思想がチベットへ継承された具体例を提示した。とくに
新しく発見されたこの時代に書かれたチベット語の写本資料の研究により、カシミールのインド人学僧とチベット人学
僧の共同作業によって仏典の翻訳と教義伝承が行われたプロセスを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：From the end of the tenth century up to the twelfth century, Tibetans revived 
Buddhist tradition by reintroducing it through their neighboring countries such as the Northeast India, 
Nepal, Kashmir, and Central Asia. Under the influences of these neighbors, Tibetans built a new 
scholastic system in their own monasteries during this period, which has survived until today. The 
historical circumstances as well as the process of the formation of this Tibetan scholastic system have 
been investigated on the grounds of historical materials in Sanskrit, Tibetan and Chinese. As a result, 
we have indicated several examples of the transmission of Mahayana Buddhist teachings to Tibet from these 
neighboring countries. In particular, handwritten Tibetan manuscripts which were newly discovered served 
to clarify the process of the translation and transmission of Madhyamaka thought by the cooperation of 
Indian masters of Kashmir with Tibetan translators.
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１. 研究開始当初の背景 
チベットで古代王朝期に伝来した仏教が王
朝崩壊後の混乱期をへて復興された１０世
紀末から１２世紀にかけての時代は、今日に
続くチベット仏教の基盤が形成された重要
な時期である。現存資料の不足からこの時代
の仏教の伝承事情やチベット仏教教学の形
成過程は未解明であったが、近年中国で多く
のチベット語写本資料が発見され、世界の研
究者がその解明に向けて研究を開始した。同
時に中央アジア、カシミールなどのチベット
周辺地域における仏教事情について、歴史資
料にもとづき解明しようとする研究者も現
れた。本研究はこの双方の研究動向を統合し、
インド仏教からチベット仏教へと継承され
た思想の展開を歴史的視点から研究しよう
という着想を得たものである。 
 
２．研究の目的 
１０〜１２世紀にかけて北インド、カシミー
ル、中央アジアの影響を受けてチベットでど
のような仏教教学が形成されたか、を明らか
にすることが本研究の目的である。大きく分
けて次の２点が研究の焦点である。 
（１） その時期のチベット周辺地域の仏教
事情を明らかにする。 

（２） チベット仏教教学の基盤となる仏教
文献の思想、翻訳、伝承事情を明ら
かにする。 

（１）では、とくにチベットへの影響が大き
かったカシミールの仏教事情と、チベット古
代王朝期に仏教が根付いた中央アジア地域
の仏教事情を検証する。（２）では、その後
のチベット仏教教学の基本である中観思想、
瑜伽行唯識思想、論理学の３つの教学の伝承
を検証する。その結果得た知見を統合して、
内陸アジア地域における仏教文化圏の実像
解明に貢献することを目指す。さらに研究成
果の一部のデータを人文情報学プロジェク
トで活用し、新しい形での情報発信に貢献す
る。 
 
３．研究の方法 
（１）歴史資料の検証によるチベット周辺地
域の仏教事情の解明 
 中央アジア出土チベット語写本の解読に
より、チベット古代王朝崩壊後中央アジアで
どのように仏教が維持され、チベットでの仏
教復興に影響を与えたのか、調査する。また、
漢語資料を用いて、カシミールを中心とする
西北インド地域の仏教伝播について調査す
る。 
（２）中国で新たに発見されたチベット語写
本の検証によるチベット仏教教学の形成の
解明 
 とくにチベットで再重要視される中観派
のチャンドラキールティの著作の翻訳過程
に注目し、チベット人翻訳者パツァプニマタ
クの註釈書、その弟子、シャンタンサクパの
註釈書を解読し、中観思想の伝承を調査する。

また、チベット人論理学者チャパの著作を解
読し、インドの論理学の受容を明らかにし、
中観思想の受容と比較する。同様の資料によ
り、チベットでの論理学カリキュラムの形成
過程を考察する。 
（３）チベットの論理学の重要なファクター
となる帰謬論証について、インドのサンスク
リット語仏教文献を用い、その思想史を解明
し、上記のチベットでの受容と比較検討する。 
（４）語彙リソースのデータ収集 
『カシミール王統史』のサンスクリット語原
文にもとづき、カシミールの仏教事情、ヒン
ドゥー教との関わり、王権と宗教の関係を調
査する。地名、人名などの固有名のデータを
収集し、ハンブルク大学インド学チベット学
研究室が主催する人文情報学プロジェクト
「インド・チベット語彙リソース」に提供し、
研究リソースとして活用できるようにする。 
 
 
４．研究成果 
（１）中央アジア出土チベット語写本資料の
調査にもとづき、１０世紀以前に中央アジア
においてすでに仏教の中でも密教が広く流
布し、チベットにおける仏教復興に影響を与
えたことが明らかになった。一方、漢語資料
でカシミールの仏教事情を調べると、密教の
興隆は比較的遅く、１０世紀になって発展し
たのではないかと推測されるが、これはカシ
ミールからチベットへの仏教典籍の輸入、翻
訳の時期と重なる。 
（２）大乗仏教の主要な思想であり、チベッ
トではその後もっとも高く評価されるチャ
ンドラキールティの中観思想の伝承状況を、
新出カダム派のチベット語写本によって検
証した結果、中観の根本典籍であるナーガー
ルジュナ著『中論』の解釈が、カシミールに
おいて従来のバーヴィヴェーカの註釈書『般
若灯論』に依存する解釈から、チャンドラキ
ールティの註釈書『明句論』に依存する解釈
へとシフトされたことが推測された。その影
響下、チャンドラキールティの著作がチベッ
ト語に翻訳されたのである。 
 翻訳者パツァプニマタクはカシミールで
学び、インド人と共同で『明句論』を翻訳し、
さらにチベットへ戻ってそれを再度校正し
た。このプロセスはこれまで翻訳に付けられ
た奥書によって知られていたが、パツァプの
著作に、実際の翻訳に用いられた２種の写本
への言及が発見され、奥書の記述が事実を述
べたものであることが確認された。 
 パツァプは自ら『明句論』『中論』につい
て註釈を著しているが、新たに発見されたそ
れらの写本を解読し、はじめてパツァプ自身
の思想が明らかになった。彼はチベットに帰
国後、多くの弟子を教育したが、帰国後の著
作は教育的見地から『中論』の内容をわかり
やすく覚えやすくまとめ、講義をした様子が
窺える。カシミールからチベットへの仏教テ
キストと思想の伝承過程の一事例として、貴



重な材料である。さらに彼の弟子であるシャ
ンタンサクパの註釈書を比較し、チベットに
おける師から弟子への伝承の実例を示した。
思想伝承は師の解釈を忠実に継承するので
はなく、弟子は自分の自立した解釈を新たに
付け加えながら、さらに次世代へと伝えてい
ることがわかった。また、同時代の複数の弟
子たちの間でライバル意識が芽生え、互いに
競っていたことも解明できた。 
 中観思想と論理学の関係をチャパなどの
著作に探ると、インド後期仏教からチベット
の仏教復興期において、中観の伝統と論理学
の伝統は互いにきわめて接近し、中観思想の
空思想と論理学は融合して発展しているこ
とがわかる。論理学はすべての学習の基礎と
してカリキュラムに位置づけられ、あらゆる
思想の検証に応用されている。この事実を背
景として、今日にも続くチベット論理学の発
展があったのだと結論づけられる。 
（３）中観思想と論理学の融合の一形態とし
て、帰謬論証の発展があげられる。それはイ
ンド仏教後期、チベットにおいて顕著である
ことは知られていたが、すでにチャンドラキ
ールティの時代（７世紀）インドにおいて起
こっていたことを、『明句論』の精査によっ
て発見した。すなわちチャンドラキールティ
は先行する論理学者ディグナーガの論理学
の影響を強く受け、それを受容しながら中観
思想にも適用可能な論理学を模索していた。
その点ではもう１人の中観思想家バーヴィ
ヴェーカと同じである。この点は従来学界で
は看過されてきたので、詳細な分析を行い、
発表した。 
（４）『カシミール王統史』のテキストデー
タベースの作成を行い、カシミールの歴史を
バックグラウンドとして押さえると同時に、
抽出した固有名詞（地名、寺院名、人名）の
うち、１００点余りを「インド・チベット語
彙リソース」にデータ提供、入力した。 
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